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C 1 j 形態的分析
ウォーミングアップを十分おこなわせてから， 18.5 m 前方の目標に向って日本硬式野球連盟の硬
球を全力投球させ， 2 台の映写機を使って正面と側面から同時に影撮した。
被験者は職業野球投手 7 名，素人10名で， 1) 投球動作の経過を，第 I 相:前動作相( 1 期，身体
のそり。 2 期，身体の捻り。 3 期，重心の前方移動)。第E相:振り出し相(離球まで)口第E相:後
動作相に分け， 2) 投球動作の観察として，上腕の外転・上肢の外旋・投法による左右の肩を結ぶ線




投球動作中で最も重要な軸足(右投手の右)について，起立期間(第 l 相， 2 期・ 3 期)に働く垂
直力・垂直力の移動軌跡・水平力を測定したD 実験装置として 50 cm X 40 cm X 2 cm の金属板を 3 本の





被験者は24名で，経験にしたがって，次の 4 組に分けた。 1 :プロ野球投手， 3 名。1I:アマチュ
ア (A; 正規の訓練をうけたもの， 5 名。 B; 正規の訓練をうけぬぢの， 5 名) 0 ][ :野球未経験者，






















1 )軸足に対する単独荷重の時間は，各組を通じての平均は約1. 0秒 (7.8~15~19~15) である
が，各個人の多数回投球時の標準偏差は経験度が浅いほど大であった。 2 )荷重点の軌跡は， 1 組で











乙の論文は，投球動作を運動機構学 (biomechanics) ないし運動学 (Kinesiology) の観点を通じて，
職業野球投手・アマチュアおよび未経験者について，映画フィノレムさらには抵抗歪計を利用した新し
い装置を工夫して軸足に働く垂直分力・水平分力・力の作用点の軌跡を検出し分析を行なったもの
であるが，これによって各個人の投球方式にみられる共通点と，相違点の性質と所在とをあきらかな
らしめ，職業野球投手では，身体の反動・回旋をうまく利用しながら，よく身体の平衝を保持し，蹴
りの力も大でその方向も安定し，時間的配分においても安定している乙とをあきらかにした。そして
経験の浅いものでは，上の傾向が乱れ一定しないこと，さらには未経験者の中に，日常の基本動作で
ある歩行運動の Pattern に酷似するものさえ存在するという興味ある事実をも見いだしている口これ
らのことは，投球フォームの修正練習の方向と反復訓練の要求さるべき方向との区別，さらには練習
の合理的な方式をあきらかにし，初歩練習の方向・中級練習の重点・専門的練習の要所などについて
も多くの示唆を与えるものと考えられ，スポーツ障害の研究においてもひとつの理論的根拠を示し，
その予防や治療の面においても寄与すると乙ろ少なからざるものと期待されるものである口
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